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報告書の項目 修正等提案 その他の意見・要望

1.はじめに

2.検討の結果
集団規模を維持することの必要性について補強するための加
筆を提案

統合する際の予算や事業完了時期に対する懸念

3.統合実施にあたっての
具体的要望事項

統合校の建設地については、本協議会において「新しい敷地での建設」および「既存敷地
の活用」の双方を主眼に検討を重ねてまいりました。最終的に意見の集約には至りません
でしたが、それぞれの主な意見を以下の通りまとめます。市が場所を決定する際は、これ
らの内容を十分に踏まえ、地域住民の理解を得ながら進めていくこと要望します。

効率的な事業実施手法の採用に関する意見

(1)「新しい敷地」とする意見
・ 両校の中間点、および玉穂地区全体の中心に位置させることで、地区全体の象徴性と利
便性を確保すべきである。
・ 既存敷地の活用と比較して、土地の購入にかかる費用や、取得までに要する期間が事業
全体の遅延につながらないか懸念があります。

玉穂中学校近接地について追記の提案
新規土地への統合に対する実現可能性に対する懸念
予算や事業完了時期に対する懸念

徒歩通学に関する追記の提案
「周辺施設の状況」の表現・記載内容に関する修正の提案
「課題があります」の表現・記載内容に関する修正の提案

記載内容全体に関する修正の提案

「周辺施設の状況」の表現・記載内容に関する修正の提案
「敷地」に関するの表現・記載内容に関する修正の提案
徒歩通学に関する追記の提案

徒歩通学に関する追記の提案

周辺交通事情に関する追記の提案

徒歩通学に関する追記の提案

玉穂南小学校活用に関する賛同

三村小学校活用に関する賛同

(2)「既存敷地（三村小学校）」を活用する意見
・ 歴史的に三村小学校から玉穂南小学校が分離新設された経緯があるため、統合に際して
は元の位置に戻すのが自然である。
・ 周辺施設の状況や今後の人口動態を考慮すると、現在の三村小学校敷地が適している。
・ 一方で、玉穂南小学校と比較して敷地が狭いことや、周辺道路が狭いため、大規模な校
舎建設や通学時の安全確保・車両通行に課題があります。

慎重な議論を重ねた結果、本協議会としては、両校を統合し、新しい時代にふさわしい教育環境を
新たに整備すべきであるとの結論に達しました。
主な判断根拠は2点あります。1つめは、既存校舎の改修では現代の教育現場に求められるICT活用
やインクルーシブ教育への対応に限界があることです。そして2つめは、適正な集団規模を維持す
ることが、子どもたちの多様な学びと教育効果を高めるためには必要であるという点です。
老朽化した現状を早期に解消し、新たな教育環境を具現化できるよう、市および教育委員会に対
し、スピード感を持って統合を推進することを求めます。

(3)「既存敷地（玉穂南小学校）」を活用する意見
・ 三村小学校に比べ、敷地面積が広くゆとりがあるため、理想的な校舎配置や最新の教育
環境の検討・設計がしやすい。

現在の案

本協議会では、玉穂地区の子どもたちに、望ましい教育環境を整備しより一層充実した教育環境を
実現するため協議を重ねてまいりました。三村小学校および玉穂南小学校の適正規模維持と校舎の
老朽化対策を念頭に、「2校の統合」および「各校の長寿命化による存続」のいずれが子どもたち
にとって最善の選択であるかを多角的に検討してまいりました。

統合校の位置選定
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報告書の項目 修正等提案 その他の意見・要望現在の案

(1)スクールバスの検討
・ 児童の運動不足への懸念と、家庭の送り出し負担や安全への不安の両面を考慮し、統合
場所の確定後に再度導入の可否を慎重に判断してください。

スクールバスの運行に関する要望

(2)通学路の整備
・ 歩道の拡充や安全対策を確実に実施してください。 通学路の安全確保に関する要望

(1)現場の声の反映
・ 基本設計・実施設計の各段階で保護者や教職員等からヒアリングを徹底し、これまでの
不便さを確実に解消してください。

(2)環境整備
・ 多様な特性を持つ子が学びやすいユニバーサルデザイン、広く多目的に使えるフリース
ペース、タブレット併用を前提としたゆとりある教室面積を実現してください。

(3)耐災害性能
・ 発電設備を設置するなど、児童だけでなく地域の方々に対しても防災機能を強化してく
ださい。

4.建設工事中における児
童への配慮

工事車両の動線管理を徹底し、騒音や安全対策に万全を期してください。また、グラウン
ド等の利用制限時も、近隣施設の活用など子どもたちの運動機会を損なわないよう柔軟に
対応してください。

近隣施設の活用への賛同

5.統合後の既存校舎等の
利活用について

民間事業者の活用について追記の提案

指定避難所や生涯スポーツ拠点としての歴史を尊重し、統合後の使用しない校舎等につい
ても、引き続き地域住民が安全、安心に集え、健康向上を図れる場として活用できるよう
検討してください。

部活動地域移行に関する追記の提案

6.現在在学している児童
への配慮

建物の安全確認を徹底するとともに、和式トイレの洋式化や汚損したカーペットの張り替
えなど、各校が抱える個別の改善要望を迅速に実現してください。

「新しい時代の学び」を支える魅力ある学校づくり

通学環境の整備と負担軽減への配慮

安全確保と運動機会の維持

地域への開放継続

安全性と快適な生活環境の整備
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両校の学校区においてリニア中央新幹線の開通に向けた人口増の可能性があり、今すぐ統
合することに必然性がない。各地域に残した方がよい。

人口推移に関する表現修正の提案

統合に時間を要するのであれば、現計画の枠組みの中で増改築を行い、施設設備の最新化
や災害対応機能の向上を早期に図るべきである。

市採用教職員の配置等を考慮し、学校規模が大きくなっても一人ひとりに目が届く手厚い
支援体制を構築してください。

教育委員会と子育て支援課等が緊密に連携し、放課後や休日の安全な居場所を確実に整備
してください。

統合について丁寧な説明を行い、学校を核とした新たな地域づくりを住民と共に進めてく
ださい。

9.おわりに 昨年度からの継続協議を踏まえた表現に関する修正の提案

報告書全体について 建築手法など補助金対象方式に関する再説明の要望

その他何かあれば記載し
てください。

田富小学校長寿命化改修工事の評価実施に関する提案

8.今後さらに競技が必要
な事項

7.検討過程におけるその
他の意見
（長寿命化改修における
意見）

きめ細かな教育・支援体制の構築

放課後児童クラブ（学童保育）の再配置

地域コミュニティとの共創

本協議会の結論は、「子どもたちの将来」を最優先に考えた決断です。
市及び教育委員会は、本報告書の切実な要望を真摯に受け止め、老朽化した現状を一日でも早く解
消できるよう、スピード感を持って事業を推進することを本協議会としては強く求めます。市の
「中央市立学校施設長寿命化改修計画」に基づけば、令和14年度には両校の長寿命化改修工事が完
了する予定となっていました。このスケジュールを一つの重要な目安（統合完了の期限）として捉
え、遅滞なく進めてください。
また、新しい校舎で学ぶことが叶わない現在通学中の子どもたちの安全確保や学習環境の整備に
も、決して疎かにすることなく全力を注いでください。

本協議会での検討過程においては、「長寿命化改修による2校存続」を支持する意見も出されまし
た。判断の記録として以下の意見を併記します。

地域における学校の存続

早期の機能刷新


